
全 住 協 第 ３１１ 号 

平成２９年２月１日 

 

会 員 各 位 

 

一般社団法人 全国住宅産業協会 

ワンストップサービス特別委員会 

委 員 長    阿 部 憲 一 

 

 

リバースモーゲージに関するアンケート調査について 

 

拝啓  時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、特別委員会ではワンストップサービス構築に向けた検討を進める過程で、国土交

通省の平成２８年度住宅ストック維持・向上促進事業に応募し採択されましたが、本事業

の一環として標記の調査を実施することとしております。 

既に昨年末に消費者向けの調査を行いましたが、このたび会員向けの調査を行います。 

つきましては、下記により調査を実施させていただきますので、是非調査にご協力いた

だきますようお願い申し上げます。                    敬 具  

 

記 

１．目  的 国土交通省平成２８年度住宅ストック維持・向上促進事業に採択された 

「既存住宅ストックによる市場の好循環を促す品質の維持・向上・評価・ 

金融・流通の一体的仕組みの開発・周知・試行事業」の具体化に向けた 

市場調査 

２．送付資料 ・リバースモーゲージに関するアンケート調査票 

（国土交通省平成２８年度採択補助事業 対応） 

       ・リバースモーゲージに関するアンケート回答用紙 

       ・国土交通省「既存住宅ストックによる市場の好循環を促す品質の 

        維持・性能の 向上・評価・金融・流通の一体的仕組みの開発・周知・ 

        試行事業」の経過報告 

３．回 答 ２月１７日（金）までに下記のいずれかの方法でご回答ください。 

(1)ＦＡＸによりご回答いただく場合 

２の回答用紙を全住協事務局宛（ＦＡＸ03－3511－0616）にご返信

ください。 

(2)ＷＥＢによりご回答いただく場合 

回答用ＵＲＬ（https://enquete.cc/q/enquete2）にアクセスして、

ご回答ください。 

４．そ の 他 ２の送付資料が電子ファイルで必要な場合、また検討経緯などについて 

は下記までお問い合わせください。 

５．問合せ先 事務局 米山・原田 ＴＥＬ ０３-３５１１-０６１１ 
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部署名

勤務先の所在地 回答者のお名前　都・道・府・県  

FAX番号  03-3511-0616

リバースモーゲージに関するアンケート【 回答用紙 】

※「26.その他」を選んだ方は、具体的な内容を記述してください。

※「26.その他」を選んだ方は、具体的な内容を記述してください。

Q1

貴社名

ご協力いただき、誠にありがとうございました。
お手数ですが、上記の番号へFAXいただきますよう、お願い申し上げます。

※「26.その他」を選んだ方は、具体的な内容を記述してください。

※「4.その他」を選んだ方は、具体的な内容を記述してください。※「4.その他」を選んだ方は、具体的な内容を記述してください。
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国土交通省「既存住宅ストックによる市場の好循環を促す品質の維持・性能の	
向上・評価・金融・流通の一体的仕組みの開発・周知・試行事業」の経過報告	

この度、全住協では、国土交通省	平成２８年度住宅ストック維持・向上促進事業にて採択された「既存住宅ス

トックによる市場の好循環を促す品質の維持・性能の向上・評価・金融・流通の一体的仕組みの開発・周知・試行

事業」の具体化に向け、主にリバースモーゲージなどに関する市場調査（対象地域：東京都、埼玉県、神奈川県、

千葉県）を実施いたしました。調査結果を以下にお知らせしますので、ぜひご覧ください。	

●資産について 

●リバースモーゲージについて 

　　対象：①（n=1,450)　　　　　　 　対象：②（n=1,457） 

資産を家族に残したいか[A]、自分や配偶者で使いたいか[B]？（各SA） 
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どんな資産を家族に残したいか？（MA） 
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老後の資金として、最低でもいくら蓄えておきたいか？（SA） 
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●住居の状態を維持する行動について 
現住居の状態を維持するために、以下の対策を行っているか？（各SA）  

対象：②（n=1,457） 

・修繕の履歴を記録         ・インスペクションを依頼 
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リバースモーゲージを知っているか？（各SA） 
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対象：①（n=1,450)　　　　　　　対象：②（n=1,457） 
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調査手法：Webアンケート	

実施日：2016年12月22日(木)	〜12月27日(火)		

調査実施会社：株式会社コプロシステム	

・劣化部分を⾃分で修繕       ・劣化部分を、業者に修繕依頼 

資産については、家族に残したいタイプよりも自分で使い

たいタイプの割合が多かった。残したい資産では、金融資

産が最も多く、土地や建物は半数程度にとどまる。リバー

スモーゲージについては、半数以上が未認知の状態で、こ

こに大きな年代差はない。また、住宅の修繕の履歴を記録

したり、インスペクションを実施したりなどの住宅維持行

動は、まだ一般的ではないようだ。	
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[対象者①条件]		・30～60歳の男女、・自分が持ち家に住んでいる または親が持ち家に住んでいる、・過去または現在、住生活に関して困りごとがあった(ある) 
[対象者②条件]		・50～75歳の男女、・自分が持ち家に住んでいる、・老後の収入や生活資金について心配がある	
	
※設問形式について　「SA」…単数回答　「MA」…複数回答	

　　対象：①（n=1,450)　　　　　　 　対象：②（n=1,457） 

対象：①（n=1,450)　平均2,535万円 
対象：②（n=1,457） 平均2,822万円 


